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ISPではNTTコミュニケーションズが第1位
資料4-1-10　企業が契約しているISP N=818
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U-net SURF  
（日本ユニシス情報システム株式会社） 

freeserve （フリーサーブ） 

TikiTikiインターネット 

DreamNet（ドリームネット） 

KCOM

SANNET（NTTデータ三洋システム） 

Panasonic hi-ho（松下電器産業） 

Highway Internet  
（有線ブロードネットワークス） 

ケーブル・アンド・ワイヤレスIDC

IPR（アイ・ピー・レボルーション） 

PowerdInternet（パワードコム） 

JENS SpinNet  
（旧AT＆T World Net Service） 

DTI（ドリーム・トレインインターネット） 

bit-drive（ソニー） 

BROAD GATE（有線ブロードネットワークス） 

So-net（ソネット） 

ASAHIネット 

InfoSphere（NTTPCコミュニケーションズ） 

ODN（日本テレコム） 

Yahoo！BB（ヤフー） 

BIGLOBE（NEC） 

 

ぷらら 

CATV会社の接続サービス 

IIJ

DION（KDDIインターネットサービス） 

@nifty

OCN（NTTコミュニケーションズ） 
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©impress,2004企業が契約しているインターネット接続業者では、NTTコミュニケーションズが第1位となり、ニフティがこれに

続いているという結果となった。この結果には、中小企業におけるBフレッツADSLの強さがかなり影響している

ことが考えられる。だが、もちろんKDDIやIIJも一定の支持を獲得している。

法人向けISP
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ISPの選択理由として、料金が安いから、固定アドレスがとれるから、バックボーンが太いからといった理由が上

位を占めているのは、ある意味で当然のことだろう。SLA（サービス・レベル・アグリーメント）については、拠

点間通信の場合、選択ポイントとして非常に重要になってくるはずだが、中小企業のインターネット接続では料金

の低さに比べれば優先度がかなり低くなってしまう。

資料4-1-11　ISPの選択理由　N=818
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ISP選択の理由は低料金、固定アドレス、広帯域

法人向けISP
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